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1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 318,648 ― 13,599 ― 13,648 ― 6,147 ―
20年3月期第2四半期 284,505 14.2 15,724 △6.0 16,042 △8.2 3,596 △64.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 14.17 ―
20年3月期第2四半期 8.29 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 570,399 220,709 33.3 437.70
20年3月期 559,278 218,161 33.6 433.53

（参考） 自己資本   21年3月期第2四半期  189,891百万円 20年3月期  188,090百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00
21年3月期 ― 4.00 ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 4.00 8.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 630,000 6.5 36,500 △5.0 36,000 △4.0 19,000 33.8 43.79

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）および「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
・上記の予想につきましては、現状で判断しうる一定の前提、仮定に基づいております。今後発生する状況の変化によっては異なる業績結果となることも予想されますの
でご了解ください。なお、上記業績予想に関する事項は、３～４ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご参照ください。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期  434,487,693株 20年3月期  434,487,693株
② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期  644,387株 20年3月期  625,954株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期  433,856,905株 20年3月期第2四半期  433,903,537株
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【定性的情報・財務諸表等】 
 
１．連結経営成績に関する定性的情報 
 
当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）におけるわが国経済は、エネル

ギー・原材料価格高騰や海外経済の減速による内外需要の悪化、サブプライムローン問題に端を発する金融・資本

市場の混乱等の影響によって減速傾向を強めてまいりました。 

 特殊鋼業界の主要需要産業である自動車産業については、伸び率は緩やかになったものの引き続き輸出が増加し、

国内販売は減少となりましたが、生産台数は前年同期間を上回りました。それに伴い当社グループの受注も自動車

関連事業を中心に堅調に推移しました。また、その他の事業につきましても、一部の製品を除き、需要が底堅く推

移し、高水準の生産を継続しました。 

 このような需要環境の中、鉄スクラップ等の原材料価格高騰に対する販売価格改善を進め、当第２四半期連結累

計期間の当社グループの売上高は3,186億48百万円となりました。また、経常利益は136億48百万円、四半期純

利益は61億47百万円となりました。 
 

 事業の種類別セグメント業績は、次のとおりです。 

 

特殊鋼鋼材 

 当社グループの特殊鋼鋼材の主要需要分野である日系自動車産業は、国内販売の低迷継続、原油高・サブプライ

ムローン問題等による北米市場の需要減退はあったものの、ＢＲＩＣｓをはじめとした新興地域での市場拡大等か

ら輸出が伸長し、総生産台数は前年同期間に比べ増加しました。その他の需要分野も産業機械、建設機械を中心に

好調な需要環境が続きました。 

こうした中、当社の受注も堅調に推移しました。一方、鉄スクラップ、クロムをはじめとした各種金属価格高騰

に対しては、販売価格改善、エキストラの拡大などの活動をさらに推し進めるとともに、コスト改善に向けた最大

限の自助努力を鋭意推進しました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の特殊鋼鋼材の売上高は1,906億12百万円となりました。 

 

電子・磁性材料 

 帯鋼製品は、アジア向け輸出を中心にＩＴ、自動車関連向けの売上数量が増加しました。磁材製品は、ＨＤＤ向

けの売上数量は在庫調整等により減少しましたが、ＦＡサーボモーターやデジタル家電向け製品は増加しました。

また、薄膜・電子材料は、コバルト蒸着材やハードコート用薄膜の売上高が増加しました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の電子・磁性材料の売上高は385億12百万円となりました。 

 

自動車部品・産業機械部品 

 自動車部品関連は、熱間精密鍛造品の売上数量が北米自動車市場悪化の影響により減少しましたが、型鍛造品は

東南アジア等での普通トラック需要増により増加しました。原材料価格高騰に対しては販売価格改善を進めました。

また、精密鋳造品は、ゴルフ向け製品からの撤退によりチタン系精密鋳造品で売上高が減少しましたが、主力の鉄

系精密鋳造品は欧州ディーゼルターボ市場拡大を受けて引き続き増加しました。 

産業機械部品関連は、重電、航空機関連を中心に引き続き堅調に推移しました。また、高付加価値製品へのシフ

トおよび競争力強化に向け新設した７０００ｔプレスの営業運転を開始し、特長を活かした製品の受注も始めまし

た。原材料価格高騰に対しては販売価格改善をさらに推し進めました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の自動車部品・産業機械部品の売上高は606億91百万円となりました。 

 

エンジニアリング 

 主力製品のＳＴＣ炉等の加熱・熱処理炉製品は引き続き堅調に推移しましたが、ＨＤＤ分野の低迷により磁石関

連向けの真空熱処理炉製品が減少したため、売上高は減少しました。 

 その結果、当第２四半期連結累計期間のエンジニアリングの売上高は171億9百万円となりました。 
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新素材 

 チタン製品は、国内外での在庫調整により売上数量の減少を余儀なくされました。粉末製品は、エレクトロニク

ス分野でのアジア向け輸出を中心とした新規拡販により売上数量が増加し、原材料価格高騰に対しては販売価格改

善を進めました。また、粉末製品については当期間において後工程能力の増強を図りましたが、さらなる需要増加

に対応するため第２工場建設を検討してまいります。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の新素材の売上高は63億96百万円となりました。 

 

流通・サービス 

 全般として基調に変化は無く、当第２四半期連結累計期間の流通・サービスの売上高は53億25百万円となりま

した。 

 
 
 
２．連結財政状態に関する定性的情報 
 

当社グループの当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ 111 億 20 百万円増

加し 5,703 億 99 百万円となりました。総資産の主な増加内訳と要因は以下のとおりです。 

・ 「たな卸資産」の増加 125 億 31 百万円…主として原材料価格高騰による在庫単価の上昇による増加。 

また、当社グループの当第２四半期連結会計期間末の少数株主持分を含めた純資産額は、前連結会計年

度末に比べ 25 億 47 百万円増加し 2,207 億 9 百万円となりました。純資産額の主な増減内訳と要因は以下

のとおりです。 

・ 「利益剰余金」の増加 44 億 8 百万円…主として四半期純利益の計上 61 億 47 百万円による増加。 

・ 「その他有価証券評価差額金」の減少 21 億 7 百万円…保有株式の時価の下落による減少。 

この結果、当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は 33.3％となり、前連結会計年度末(33.6％)

と比べ 0.3 ポイント低下し、１株当たり純資産額は 437 円 70 銭と前連結会計年度末に比べ 4円 17 銭増加

しております。 

 

 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 
 

今後の日本経済は、食料・エネルギー等の物価上昇による個人消費低迷に加え、欧米向けを中心とした外需減速

により企業収益が減少する公算が大きく、厳しい情勢が続くものと予想されます。 

特殊鋼業界におきましても、国内自動車販売の低迷に加え、金融危機、燃料高騰による米国自動車販売の減少を

背景に、主要需要分野である日系自動車産業の生産が減少基調にあることから、大きな伸びは期待できないものと

考えられます。しかしながら、一方で、重電、航空機等の産業機械関係、エネルギー関連は引き続き堅調に推移す

るものと見込まれます。 

このような環境の中、引き続きコスト改善に向けた抜本的構造改革、アライアンス拡大による鉄原料調達ソース

の多様化を推進し、収益構造の再構築に努めてまいります。また、原材料価格の乱高下に対しては、リードタイム

短縮、たな卸資産圧縮によるキャッシュ・フローの改善に取り組み、財務体質改善に努めてまいります。 

また、当社グループのさらなる成長のために推進してきている事業ポートフォリオ改革は、粉末材料、航空機エ

ンジンシャフト、船舶用バルブなどの「Ｎｏ．１商品」を軸とした戦略商品群の事業・収益拡大として着実な効果

が表れてきております。積極的に展開してきた戦略商品群に対する設備投資の効果最大化を図るとともに、ＥＳＴ

（エチレン・スーパー・チューブ）など次なる商品群の開発、育成に注力することにより、さらなる飛躍、体質改

善を推進してまいります。 

地球温暖化への対応と化石原料の高騰により、自動車向け環境適合技術、発電所の高効率化対応など、当社グル

ープに期待される技術水準はますます高くなっております。最先端の技術開発とその活用に努め、高い技術力を持

ったグローバルサプライヤーとして、社会に貢献する特長ある商品の創造に邁進いたします。 
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（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

平成２０年３月期(実績) ５９１，３９８ ３８，４４１ ３７，５０１ １４，１９６ 

平成２１年３月期(予想) ６３０，０００ ３６，５００ ３６，０００ １９，０００ 

 （注）1. 業績予想につきましては、現状で判断しうる一定の前提、仮定に基づいております。 

今後発生する状況の変化によっては異なる業績結果となることも予想されますので、 

投資等の判断材料として全面的に依拠されることは差し控えください。 

           2. 業績予想の前提とする０８年度下期の主要な価格指標は次のとおりであります。 

             ・為替レート               102.5円／＄ 

             ・鉄スクラップ[中部地区Ｈ２建値]    30,000円／ｔ 

             ・ニッケル  [ＬＭＥ市況]         6.0＄／ｌｂ 

             ・モリブデン [メタルズウィーク誌市況]  34.0＄／ｌｂ 

 
 
４．その他 
 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

    該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 
①簡便な会計処理 

採用した簡便な会計処理のうち、重要なものはありません。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

 
(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①会計処理基準に関する事項の変更 

ア．四半期財務諸表に関する会計基準の適用 

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）および

「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用し

ております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しておりま

す。 

イ．重要な資産の評価基準および評価方法の変更 

たな卸資産 

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原価法に

よっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企

業会計基準第９号 平成 18 年７月５日）が適用されたことに伴い、主として総平均法による

原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定して

おります。 

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益は 180 百万円、経常利益および税金等調

整前四半期純利益はそれぞれ 191 百万円減少しております。 

ウ．「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する

当面の取扱い」(実務対応報告第 18 号 平成 18 年５月 17 日)を適用し、連結決算上必要な修

正を行っております。 

 これによる四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。 

②追加情報 

有形固定資産の耐用年数の変更 

当社および一部の国内連結子会社は、平成 20 年度の法人税法の改正に伴い、資産の利用状況等

を勘案した結果、第１四半期連結会計期間より機械装置の耐用年数を変更しております。 

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益は 586 百万円、経常利益および税金等調整

前四半期純利益はそれぞれ 584 百万円減少しております。 
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5. 【四半期連結財務諸表】

 (1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円） 

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 18,510 14,990 

受取手形及び売掛金 143,914 144,706 

たな卸資産 139,310 126,779 

その他 9,902 10,252 

貸倒引当金 △764 △922 

流動資産合計 310,873 295,807 

固定資産 

有形固定資産 

建物及び構築物（純額） 55,337 55,137 

機械装置及び運搬具（純額） 78,233 79,607 

その他（純額） 41,667 41,205 

有形固定資産合計 175,239 175,951 

無形固定資産 990 911 

投資その他の資産 

投資有価証券 60,026 64,065 

その他 23,530 22,814 

貸倒引当金 △260 △270 

投資その他の資産合計 83,295 86,608 

固定資産合計 259,525 263,471 

資産合計 570,399 559,278 
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（単位：百万円） 

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金 103,867 97,556 

短期借入金 91,331 62,115 

コマーシャル・ペーパー 20,000 29,000 

1年内償還予定の社債 10,000 10,000 

未払法人税等 4,580 14,285 

賞与引当金 7,731 7,730 

その他の引当金 399 320 

その他 21,976 18,070 

流動負債合計 259,886 239,079 

固定負債 

社債 20,700 10,700 

長期借入金 48,045 68,480 

退職給付引当金 7,077 6,955 

その他の引当金 877 1,464 

負ののれん 13 3 

その他 13,089 14,434 

固定負債合計 89,803 102,037 

負債合計 349,689 341,116 

純資産の部 

株主資本 

資本金 37,172 37,172 

資本剰余金 28,560 28,560 

利益剰余金 117,594 113,185 

自己株式 △318 △307 

株主資本合計 183,009 178,611 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 5,596 7,704 

繰延ヘッジ損益 3 △0 

土地再評価差額金 1,356 1,356 

為替換算調整勘定 △74 418 

評価・換算差額等合計 6,882 9,478 

少数株主持分 30,817 30,071 

純資産合計 220,709 218,161 

負債純資産合計 570,399 559,278 
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  (2) 【四半期連結損益計算書】

     【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円） 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日) 

売上高 318,648 

売上原価 278,110 

売上総利益 40,538 

販売費及び一般管理費 26,939 

営業利益 13,599 

営業外収益 

受取利息 66 

受取配当金 1,054 

持分法による投資利益 464 

為替差益 227 

その他 814 

営業外収益合計 2,628 

営業外費用 

支払利息 1,297 

その他 1,281 

営業外費用合計 2,578 

経常利益 13,648 

特別利益 

貸倒引当金戻入額 95 

固定資産売却益 31 

特別利益合計 127 

特別損失 

投資有価証券評価損 738 

その他 13 

特別損失合計 751 

税金等調整前四半期純利益 13,024 

法人税、住民税及び事業税 4,694 

法人税等調整額 604 

法人税等合計 5,298 

少数株主利益 1,577 

四半期純利益 6,147 
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 (3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円） 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益 13,024 

減価償却費 11,011 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △163 

賞与引当金の増減額（△は減少） 2 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 82 

その他の引当金の増減額（△は減少） △513 

受取利息及び受取配当金 △1,121 

支払利息 1,297 

為替差損益（△は益） △129 

持分法による投資損益（△は益） △464 

投資有価証券売却損益（△は益） 2 

投資有価証券評価損益（△は益） 738 

有形固定資産売却損益（△は益） △41 

有形固定資産除却損 383 

売上債権の増減額（△は増加） 569 

たな卸資産の増減額（△は増加） △12,785 

仕入債務の増減額（△は減少） 6,581 

その他 3,772 

小計 22,246 

利息及び配当金の受取額 1,200 

利息の支払額 △1,245 

法人税等の支払額 △14,273 

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,927 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

定期預金の預入による支出 △626 

定期預金の払戻による収入 600 

有形固定資産の取得による支出 △11,505 

有形固定資産の売却による収入 193 

投資有価証券の取得による支出 △639 

投資有価証券の売却による収入 0 

貸付けによる支出 △16 

貸付金の回収による収入 39 

その他 △160 

投資活動によるキャッシュ・フロー △12,115 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の純増減額（△は減少） 9,485 

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） △9,000 

長期借入れによる収入 1,819 

長期借入金の返済による支出 △2,366 

社債の発行による収入 10,000 

配当金の支払額 △1,735 

少数株主への配当金の支払額 △549 

その他 △11 

財務活動によるキャッシュ・フロー 7,642 

現金及び現金同等物に係る換算差額 49 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,504 

現金及び現金同等物の期首残高 14,251 

現金及び現金同等物の四半期末残高 17,755 
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 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）および「四半期財務諸表に
関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸
表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
 
 

 

(4)継続企業の前提に関する注記 
 

当第２四半期連結会計期間（自平成 20 年７月１日 至平成 20 年９月 30 日） 

 該当事項はありません。 

 
 
 
(5)セグメント情報 

 

  【事業の種類別セグメント情報】 
 

当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日）            （単位：百万円） 

 特 殊 鋼 
鋼 材 

電子・磁性
材 料

自動車部品･

産業機械部品ｴﾝｼ゙ ﾆｱﾘﾝｸ゙ 新 素 材
流 通 ･ 
ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ 計 

消去また
は全 社 連  結

売    上    高     

(1)外部顧客に対する売上高 190,612 38,512 60,691 17,109 6,396 5,325 318,648 ― 318,648

(2)セグメント間の内部売上高 
  または振替高 19,715 861 17,242 396 409 3,922 42,547 (42,547) ―

計 210,328 39,373 77,933 17,505 6,805 9,248 361,195 (42,547) 318,648

営  業  利  益 4,385 1,886 4,687 967 929 746 13,602 △3 13,599

   （注）事業区分の方法 
       当社グループの事業区分の方法は、事業内容別に６部門にセグメンテーションしております。 

 

 
 

(6)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 
 
当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日） 
該当事項はありません。 
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「参考資料」 
 

（要約）前中間連結損益計算書 
                               （単位：百万円） 

 

科        目 

前中間連結会計期間 

（ 自 平成 19 年４月 １ 日 

至 平成 19 年９月 30 日 ） 

売 上 高 284,505 

売 上 原 価 243,675 

売 上 総 利 益 40,829 

販売費及び一般管理費 25,104 

営 業 利 益 15,724 

営 業 外 収 益  

受 取 利 息 及 び 配 当 金 826 

持 分 法 に よ る 投 資 利 益 1,156 

そ の 他 778 

計 2,761 

営 業 外 費 用  

支 払 利 息 1,214 

そ の 他 1,230 

計 2,444 

経 常 利 益 16,042 

特 別 利 益  

固 定 資 産 売 却 益 718 

投 資 有 価 証 券 売 却 益 478 

貸 倒 引 当 金 戻 入 額 154 

そ の 他 31 

計 1,382 

特 別 損 失  

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 繰 入 額 511 

退 職 給 付 費 用 117 

投 資 有 価 証 券 評 価 損 5 

減 損 損 失 0 

そ の 他 124 

計 759 

税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益 16,665 

法人税、住民税及び事業税 5,719 

法 人 税 等 調 整 額 6,180 

少 数 株 主 利 益 1,168 

中 間 純 利 益 3,596 
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「参考資料」 
 

（要約）前中間連結キャッシュ・フロー計算書 
                                  （単位：百万円） 

 
 

科         目 

前中間連結会計期間 

（自 平成 19 年４月 １日 
 至 平成 19 年９月 30 日）

[営業活動によるキャッシュ・フロー]  
 税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益

減 価 償 却 費
減 損 損 失
貸 倒 引 当 金 の 増 減 額 ( 減 少 : △ )
賞 与 引 当 金 の 増 減 額 ( 減 少 : △ )
役員賞与引当金の増減額(減少:△)
退職給付引当金の増減額(減少:△)
役員退職慰労引当金の増減額(減少:△)
受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金
支 払 利 息
為 替 差 損 益 ( 差 益 : △ )
負 の の れ ん 償 却 額
持分法による投資損益(利益:△)
投資有価証券等売却損益(売却益:△)
投 資 有 価 証 券 等 評 価 損
有形固定資産売却損益(売却益:△)
有 形 固 定 資 産 除 却 損
売 上 債 権 の 増 減 額 ( 増 加 : △ )
棚 卸 資 産 の 増 減 額 ( 増 加 : △ )
仕 入 債 務 の 増 減 額 ( 減 少 : △ )
そ の 他 の 増 減 額

16,665 
9,026 

0 
△    125 

7 
△    252 
△     1 

347 
△    826 

1,214 
△    62 
△     15 
△   1,156 
△     476 

20 
△    710 

421 
4,576 

△   17,034 
706 

△   1,267 

       小        計 11,058 
 利 息 及 び 配 当 金 の 受 取 額

利 息 の 支 払 額
法 人 税 等 の 支 払 額

1,046 
△   1,186 
△   5,472 

   営業活動によるキャッシュ・フロー   5,445 
[投資活動によるキャッシュ・フロー]  
 定 期 預 金 の 預 入 に よ る 支 出

有 形 固 定 資 産 の 取 得 に よ る 支 出
有 形 固 定 資 産 の 売 却 に よ る 収 入
投 資 有 価 証 券 の 取 得 に よ る 支 出
投 資 有 価 証 券 の 売 却 に よ る 収 入
貸 付 け に よ る 支 出
貸 付 金 の 回 収 に よ る 収 入
その他の収入又は支出(支出:△)

△    101 
△   10,685 

904 
△  10,574 

3,034 
△    53 

270 
△    287 

投資活動によるキャッシュ・フロー △   17,493 
[財務活動によるキャッシュ・フロー]  
 短期借入金の純増減額(減少:△)

ｺﾏｰｼｬﾙﾍﾟｰﾊﾟｰの純増減額(減少：△)
長 期 借 入 れ に よ る 収 入
長 期 借 入 金 の 返 済 に よ る 支 出
配 当 金 の 支 払 額
少 数 株 主 へ の 配 当 金 の 支 払 額
その他の収入又は支出(支出:△)

498 
△   2,000 

20,000 
△   3,799 
△   1,731 
△    443 
△     38 

財務活動によるキャッシュ・フロー 12,485 

現 金 及 び 現 金 同 等 物 に 係 る 換 算 差 額 57 

現金及び現金同等物の増減額(減少:△) 496 

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 首 残 高 10,814 

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 中 間 期 末 残 高 11,310 
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「参考資料」 
 

セグメント情報 
 

 【事業の種類別セグメント情報】 
 

前中間連結会計期間（自平成19年４月１日 至平成19年９月30日）              （単位：百万円） 

 特 殊 鋼 
鋼 材 

電子・磁性
材 料

自動車部品･

産業機械部品ｴﾝｼ゙ ﾆｱﾘﾝｸ゙ 新 素 材
流 通 ･ 
ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ 計 

消去また
は全 社 連  結

売    上    高     

(1)外部顧客に対する売上高 157,338 39,525 57,192 17,110 7,909 5,428 284,505 ― 284,505

(2)セグメント間の内部売上高 
  または振替高 18,506 526 17,813 553 377 4,282 42,060 (42,060) ―

計 175,845 40,052 75,005 17,663 8,287 9,711 326,565 ( 42,060) 284,505

営  業  利  益 3,456 3,175 5,617 836 1,753 885 15,723 1 15,724
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＜参考資料＞
平成２１年３月期　第２四半期決算発表

連　　結

平成20年10月30日
大同特殊鋼株式会社

１．当第２四半期累計期間のセグメント別売上高
（単位：百万円、％）

20年9月 （前年同期差）

第2四半期 増減額 増減率

特 殊 鋼 鋼 材 190,612 33,274 21.1

電 子 ・ 磁 性 材 料 38,512 -1,013 -2.6

自動車・産業機械部品 60,691 3,499 6.1

ｴ ﾝ ｼ ﾞ ﾆ ｱ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 17,109 0 0.0

新 素 材 6,396 -1,512 -19.1

流 通 ・ ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ 5,325 -102 -1.9

計 318,648 34,143 12.0

２．要約連結損益計算書（四半期累計期間）
（単位：百万円、％）

20年9月 （前年同期差）

第2四半期 増減額 増減率

売 上 高 318,648 34,143 12.0

営 業 利 益 13,599 -2,125 -13.5

営 業 外 収 益 2,628 -133 －

営 業 外 費 用 2,578 134 －

経 常 利 益 13,648 -2,393 -14.9

特 別 利 益 127 -1,255 －

特 別 損 失 751 -7 －

税 引 前 純 利 益 13,024 -3,641 －

法 人 税 等 5,298 -6,601 －

少 数 株 主 利 益 1,577 409 －

当 期 純 利 益 6,147 2,550 70.9

３．当第２四半期累計期間経常利益増減要因（前年同期対比）
（単位：億円）

増益要因 金額 減益要因 金額
１．販売数量増加 　４２ １．原材料等市況 １７２
２．販売価格是正 １１６ ２．固定費の増加 　３６
３．販売内容改善 　　５ ３．営業外損益 　　３
４．コスト削減 　２４

計（ａ） １８７ 計（ｂ） ２１１

差引（ａ）－（ｂ） －２４

４．要約連結貸借対照表
（単位：百万円）

前期 当四半期 前期 当四半期
20年3月期 20年9月期 20年3月期 20年9月期

流動資産 295,807 310,873 15,066 負債 341,116 349,689 8,572

現 預 金 14,990 18,510 3,519 営 業 債 務 97,556 103,867 6,310

営 業 債 権 144,706 143,914 -791 有 利 子 負 債 180,295 190,076 9,780

た な 卸 資 産 126,779 139,310 12,531 そ の 他 63,264 55,746 -7,518

そ の 他 9,330 9,137 -192

固定資産 263,471 259,525 -3,945 純資産 218,161 220,709 2,547

有 形 固 定 資 産 175,951 175,239 -712 株 主 資 本 178,611 183,009 4,397

無 形 固 定 資 産 911 990 79 評価･換算差額等 9,478 6,882 -2,596

投資その他の資産 86,608 83,295 -3,312 少 数 株 主 持 分 30,071 30,817 746

559,278 570,399 11,120 559,278 570,399 11,120

増減

負債純資産合計資産合計

増減科目 科目

(参考:原料市況)
19年9月 20年9月
第2四半期 第2四半期

Ｈ２建値
（千円／t）
ﾆｯｹﾙ(LME)

（＄／ＬＢ）
ｸﾛﾑ(南ｱ建値)
（￠／ＬＢ）

32.5 52.9

17.75 10.13

99.0 206.5
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８．設備投資額（計画ベース）および減価償却費

（単位：百万円）

上半期 通期 上半期 通期予想 上半期 通期

設 備 投 資 額 9,600 20,800 11,200 23,100 1,600 2,300

減 価 償 却 費 9,026 19,586 11,011 22,700 1,985 3,114

前期（20年3月期） 当期（21年3月期） 増減額

５．予想セグメント別売上高
（単位：百万円、％）

予想 （前期差）

21年3月期 増減額 増減率

特 殊 鋼 鋼 材 373,900 44,261 13.4

電 子 ・ 磁 性 材 料 72,900 -6,250 -7.9

自動車・産業機械部品 121,400 5,509 4.8

ｴ ﾝ ｼ ﾞ ﾆ ｱ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 36,700 -4,409 -10.7

新 素 材 14,000 -1,567 -10.1

流 通 ・ ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ 11,100 1,057 10.5

計 630,000 38,601 6.5

６．業績予想
（単位：百万円、％）

予想 （前期差）

21年3月期 増減額 増減率

売 上 高 630,000 38,601 6.5

営 業 利 益 36,500 -1,941 -5.1

経 常 利 益 36,000 -1,501 -4.0

当 期 純 利 益 19,000 4,803 33.8

７．予想経常利益増減要因（前期対比）
（単位：億円）

増益要因 金額 減益要因 金額
１．販売価格是正 ２２４ １．販売数量減少 　１８
２．コスト削減 　５５ ２．原材料等市況 ２２７
３．営業外損益 　　４ ３．固定費の増加 　５３

計（ａ） ２８３ 計（ｂ） ２９８

差引（ａ）－（ｂ） －１５

（参考）業績の推移
（単位：百万円）

実績 予想

17年3月期 18年3月期 19年3月期 20年3月期 21年3月期

売 上 高 429,105 480,703 522,620 591,398 630,000

営 業 利 益 21,456 37,542 31,700 38,441 36,500

経 常 利 益 22,630 39,366 33,029 37,501 36,000

当 期 純 利 益 11,385 21,196 19,552 14,196 19,000

(参考:原料市況)
前　期 予　想

20年3月期 21年3月期
Ｈ２建値

（千円／t）
ﾆｯｹﾙ(LME)

（＄／ＬＢ）
ｸﾛﾑ(南ｱ建値)
（￠／ＬＢ）

34.7 41.5

15.47 8.07

108.8 209.8
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